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居住セル建築素材の現地調達

CNF （セルロースナノファイバー）

植物繊維を解きほぐすことにより得られるナ

ノ繊維で、 鋼鉄の 5 分の 1 の軽さと 7〜8

倍の強度を有する。 CNF とガラスの複合

材料を、 主要移動手段となるハイパールー

プのチューブや建材用ガラスに用いる。

参考　https://www.mri.co.jp/opinion/column/tech/tech_20180615.html

ユニット底部や植樹ドームの植物の光合成や蒸散により、 ユ

ニット内の酸素 ・二酸化炭素循環を行う。

また、 生活者の遺骸は 100% 生分解性素材のカプセルに入れ

た状態で植物の植えられた有機土壌に埋葬され、 分解され堆

肥となる。 こうして育った植物を生活者の食糧とすることで、

施設内で有機物の循環が完成する。

参考　https://aplus.com/a/Italian-company-creates-eco-friendly-capsules-alternative-to-cemetary

植樹ドーム

ユニット底部　植樹エリア

月ソイルの利用

地表に堆積する月ソイルコンクリートを素材と

した 3D プリントによって各施設を建造する。

そのほか、 月ソイルに含まれるガラスビーズ

からガラスを精製し、 建材として用いる。

参考　https://logmi.jp/business/articles/161274

収監された受刑者らは、刑務として各種資源

開発業務にあたる。刑務の内容は鉱物資源採

掘、新規居住ユニット等の建設、植物の管理

など多岐に渡り、受刑者の社会復帰に向けた

職業訓練の役割も果たす。

鉱物資源や農耕物のほか、低重力環境を利用

した研究成果なども地球への輸出品となる。

施設内の有機循環
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